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低温用圧延鋼板判定基準 
Evaluation Criterion of Rolled Steels for 

Low Temperature Application 

1. 適用範囲 本判定基準は，溶接構造物に用いられる降伏点又は耐力の保証値が 685N/mm2 以下の圧延

鋼板（以下，鋼板という。）で，板厚が 6mm 以上 100mm 以下，最低使用温度が 0℃以下-196℃以上のもの

を対象とし，社団法人日本溶接協会において低温用圧延鋼板の鋼種認定を受けた鋼種に適用する。 

備考 この規格の引用規格を，次に示す。 

JIS Z 2201 金属材料引張試験片 

JIS Z 2202 金属材料衝撃試験片 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

2. 鋼板の分類及び記号 

2.1 鋼板の特性 鋼板は，その特性により G 種と A 種に分類する。G 種（記号 G）は，一般的に脆性破

壊を考慮する溶接構造物に使用する。また，A 種（記号 A）は，脆性破壊が特に問題となる特殊な構造物，

又は構造物の特定な場所に使用する。 

2.2 板厚及び使用温度区分 鋼板は，板厚及び使用される溶接構造物の最低使用温度によって，表 1 及

び表 2 のとおり区分する。 

表 1 板厚区分 

呼称板厚（mm） 
区分板 
厚記号 

呼称板厚（mm） 
区分板

厚記号

6 以上 13 以下 Ⅰ 32 こえ 40 以下 V 

13 こえ 20 以下 Ⅱ 40 こえ 50 以下 Ⅵ 

20 こえ 26 以下 Ⅲ 50 こえ 70 以下 Ⅶ 

26 こえ 32 以下 Ⅳ 70 こえ 100 以下 Ⅷ  

表 2 最低使用温度区分 

最低使用温度(℃)
区分温

度記号
最低使用温度(℃) 

区分温

度記号

0 0 -110 以上-100 未満 -110

-10 以上 0 未満 - 10 -120 以上-110 未満 -120

-20 以上-10 未満 - 20 -130 以上-120 未満 -130

-30 以上-20 未満 - 30 -140 以上-130 未満 -140

-40 以上-30 未満 - 40 -150 以上-140 未満 -150

-50 以上-40 未満 - 50 -160 以上-150 未満 -160

-60 以上-50 未満 - 60 -170 以上-160 未満 -170

-70 以上-60 未満 - 70 -180 以上-170 未満 -180

-80 以上-70 未満 - 80 -190 以上-180 未満 -190

-90 以上-80 未満 - 90  

-100 以上-90 未満 -100 -196 以上-190 未満 -196 
 




